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雜
錄

.
十三舒

'

蛇
蜗
視
せ
も
れ
て
居
た
婦
人
參
政
權
論
者
の
此
の
如
'き

國
：麵
に
對
す
.る
天
晴
れ
な
る
.態

度

：は

洽

ね

ぐ

樹

.
民

の

認 

む
る
所
と
な
つ
た
.。
是
れ
が
彼
等
を
し
て
多
年
の
目
的 

を
達
す
る
に
至
も
し
め
た
重
も
な
る
原
因
と
な
つ
た
る 

は
、
云
ふ
迄
.も
な
.い
。(
三
月
十
五
日
稿)

■ 

\

十

—— ^
、

行
田

萃

良丨

前
年
學
報
で
支
那
の
®
國
時
代
に
.廣
來
の
外
國
貿
易 

を
獨
占
し
て
居
つ
た
公
行
に
就
て
說
明
を
試
み
た
條
、
 

康
熙
五
十
九
年
創
設
の
常
時
十
六
人
で
あ
つ
た
組
合
員 

が
乾
隆
ニ
十
ニ
年
に
ニ
十
六
家
と
爲
\

『

を
れ
が
後
に

段
々
.減
じ
て
十
1
1
.
1
人
：に
な
十
三
行
と
云
ふ
0
は
公
行 

と
一
ぼ
.ふ
の
べ
_
~
_の
固
有
名
詞
迄
し
^
用
ゐ
ら
る
、
や

i
/
1
.

南
如
縣
0

@

%
西
隅
儳
即
两
.|
1
附
郭 

.

.
:

.
か
_
關

：

：
，
向

有

寸

1
1
1洋
行
。
爲
外
國
S
市
處
と 

ぁ
-り
ま
す』

と
記
し
た
が
、
士 
ニ
行
ヾ」

云
ふ
の
は
以
下 

は
全
く
誤
解
^
'm
で
#
»?
«
で
、『

廣
東
11
H

J
の
十
三 

洋
行
も
傭
介
又
王
之
_
の『

徉
務
柔
遠
記』

遒
光
八
年
の 

條
R-
常
跪
十
S
行
之
英
會
、
能
通
漢
字
：漢
語
と
ぁ
る
十 

三
行
.も
共
に
商
館
の
こ
と
で
ぁ
づ
：て
'公
行
の
こ
と
で
は 

無
い
の
で
あ
る
。

『

外
國
商
館
の
建
て
る
地
は
極
め
ズ
狹
く
東
西
約
六 

十
口
ッ
ド(

一
ロ
ッ
ド
U
瓦
^
—

ド
半)

南
北
約
四
十
.ロ
ッ 

ド
に
し
\し
.商
館
の
多
數VJ

共
に
行
商
の
所
有
に
属
す
。 

商
館
は
之
：を
十
三
行
v

K

t
 .一二一 
の
小
徑
の
sf
m
す
る

あ
れV

.
1

郭
を
爲
せ
ら
、
各
商
储
は
奥
<|
-
ょ
6
云
へ
ば 

一
sr
^

a
り
好
運
を」

_>:
;
<
.せる
名
»
を
«
す
。
束
1
り
數 

へ
て
第
：

T

は
籤
和
行w

-
h
p

 

. 

h

爸g

 

V
J
Wし
外
人
は
之 

を

0
只
^factory

ビ
师
ぶ
。^

1

ー
の
和
1[
商
館
は
集
義
. 

行

Tseilx: h
a
n
g

ど
»
す
。
第
三
の
英
國
商
館
は
®

| 

和
行P

aou-ho 

h
a
n
g

と
餅
し
小
徑
を
隔
てA

第
四
の
一 

豊
太
trFung,tae h'ang

と
接
す
P第
五
植
英
靡
の
老
商 

餾
に
し
て
隆
順
行
卜
巨
ゃ
&
妾
ぼ
岛
と
稱
し
第
六
の
瑞 

典
商
館
は
瑞
行
3
爿

,
あ
と
呼
ぶ
。
第
七
の
§
ャ
>
-
茗
 

I

は
：
又

帝

國

商

餌

v

稱
し
第
八
を
寶
順
行
ぼ
§
丨
 

I

矿
扃
ビ
す
。
第
九
の
米
國
商
館
即
ち
廣
源
行

.

.

.

.

.

.

.

.
 

...
 

.j

K
w
a
r

crqlyuen. h
a
n
g

 

o

î-
c
o
h
i
^
a
s
t
r
e
e
t
v
j 

稱
す
る
廣 

き
往
浓
あ
々
て
行
商
の
占
焐
せ
,̂
第
十
ビ
.
の
間
を
.界 

す
。
第
十
.一：k

«
國
商
館
第
屮
ニ
は
：西
班
牙
.商
館
第
十
.

S

は丁拔商储

I;
レて第十ー

¥

第十
1 S

の間には 

支那商人の思住せる從來あ

4

通

常

OKâ
.
 

笫十一

¥
 

(

.

四
*
A

出
}

雜
鲦
十
三
行

S
t
r
e
e
t

と
稱
す
。
谷
商
歡
は
三
楝
四
楝
若
く
は
以
上
に 

分
れ
外
商
は
或
は
一
練
を
占
む
る
あ
6
或
は
數
楝
を
占 

む
る
あ
ぅ
。
商
館
は
何
れ
も
煉
*
若
く
は
花
_
石
を
以 

て
築
か
れ
ニ 

®

Bに
し
て
堂
々
/2
る
建
物
な
b

o
屋
上 

に
.職
々
た
る
外
國
旗
は
殊
に
外
國
人
?:
し
て
支
那
の
彩
. 

旗
I®
屋
と
比
し
て
快
感
を
覺
え
し
む
る
も
の
あ
6
。』

是 

は
一
八
ー
こ
三
伞
の
十
一
月
に
乙
の
十
三
行
の1

it
淤
て 

發
行
さ
れ
农
雜
誌
H
ぼ

c
h
i
f
e

 

R
e
p
o
s
i
t
o
r
y

の
ぅ
ち 

に
見
ぇ
れ
廣
束
記
事
の
一
節
で
當
熝
の
十
三
行
は
實
に 

力
く 
■
の

勿

く

で

あ

...つ

^
:®
で

.̂
る
0 

‘
十
三
行
は
一
八1

11
1

年
に
火
炎
&
襬
っ
て
狻
苒
築
さ 

れ
た
の
で
あ
る
が
一
八
四
一
一
年
0

十
一
一
月
^

日
に
^
束 

の
市
杩
は
ー
揆
を
起
し
ず
義
和
、
i

s
保
和
の
3
行 

を

焚

き

、
、
翌

年

Q.

十

二

月

一

I

十
4/>
0
.に
は
.稷
た
•怫
S

T 

三
國
の
商
館
を
焚
ひ
允
。

I

A

W五
年
の
七
月
に
發
行 

し
た 

T
h-'
n
>
o'g
ぶ
れ^

M
p
p
s
i
t
o
r
y

R
揭
^
て

,fo
e
十 

,
、

傲1

戤

A
-H
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S
A'
K
X 

’雜

錄

十

-
三

疔 

三
行
は
大
體『

八
三
三
年
の
記
事
ど
•同
マ
で
あ
る
.が
唯 

小
異
は
第
七
マ」

第
八VJ

を
前
後
し
て
居
る
こ
ビ
で
あ 

る
ノ
併
し
翌
年
セ
月
#
行

の

.同

誌

に

は

略

圖

ま

で

添

え
 

て
あ
つ
て
米
國
商
储
寶
順
行
其
顺
序
を
.，1

八
三
三
年 

ビ

同一

に
し
て
あ
る
;°
'
但

し

こ

.の

分

に

は

義

和

集

義

保
 

和
の
三
行
を
合
し
て
新
英
國
^

^
ビ
»
し
て
居
'る
。
思 

i

1

八

四

ニ

年

末

の

*

^

後

三

商

館

を

合

併

し

て

仕
 

筛

ケ

犮

の

で

あ

ら

ぅ

。
：
元

來

«

0
商
館
ビ
云
ひ
丁
國
商 

t
V
J云
A
の

は

侧

國

の

東

度

#
社
若
く
は
丁
抹
の
* 

印
度
會
社
の
®

が
住
居
し
た
爲
か
く
稱
し
た
の
で
帝 

W
商
館VJ

は
即
ち
獅
逸
商
餾
で
主
ビ
し
て
白
耳
«
入
の 

質
易
を
行
つ
て
居
0
た
の
で
あ
る
が
後
に
は
各
國
の
商

人
は
a
が
^

>

そ
の
店
郇
を
定
め
た
0
で
あ
る
。00UI-

.

.

.

.

.

. 

, 

.

.- 

•

.3
*

§ 

0
, 

T
h
e

 Encyclopaedea 

sg:
c
£ に
は
t

i 
丁
^
の

商
®
は

贲

旗

行

、

西

班

牙

^
:
谪

館

は

呂

宋

行

ヽ

佛

蘭

西
 

の
商
僻
は
高
公
行
と
獬
し
而
し
て
第
十
の
商
僻
を
占
領
.

し
で
居
つ
•た
支
那
の
公
行
は
n
ば
§
q

§
で
後
に
g
B-
HQ
G
a 

と
班
り
离
源
行
ミ
呼
ん
で
居
つ
カ
ミ
記
し
て
あ
る
。
又 

上
文
に
商
館
は
公
行
0
所

有

に

麗

し

て

居

.
つ
た
ヾ
し
云
ふ 

た

か

同

書

に

は

，

'Ho
w
q
u
a

H-
J
-
, 

P

 wankeiqu

-p
£

&>
主 

ぐ

j

し

て

之

.
を

所

有

し

外

國

商

人

は

之

を

租

借

し

て

居

つ
 

た
^
述
べ
て
あ
る
。
扨
こ
の
商
館
は
一
八
五
六
年
の
英 

人

廣

東

入

城

.の

際

市

民

の

爲

に

一

炬

に

附

せ

ら

れ

た

の
 

で
薜
福
成
0
記
_
に
も
十
一
月
辛
末
夜
。
西
關
外
洋
®
 

大
火
。
粤
民
火
之
也
'0
先
焚
美
利
堅
法
蘭
西
居
室
。
次 

日
始
延
.及
英
館
。
凡
昔
十
三
行
皙
燼
.焉
U
喪
失
資
財
無 

箅
ビ
見
ゅ
る
。
而
し
て
平
和
克
復
後
英
人
等
は
沙
而
の 

地
を
居
留
地
ヾ」

‘定
め
か 

< て
士 
ニ
行
は
約
西
年
間
趴
41 

に
'.於
て
外
國
質
易
の
行
は
れ
た|

の
史
躀
ど
な
つ
て
仕 

舞
つ
た
の
で
あ
る
。
 

>
 

/

ニ
.

三
行
は
胡
ち
公
行
で
あ

る

ど

誤
解
し
た
の
は
公
行

.の
數
が
十
三
で
あ
つ
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

一
 

八
三
三
'

qr

發
行
の
前
亂
めT

h
e

 

Chinese Repository 

:'
に
は
そ
の
數
十一

一
人
ど
ぁ
る
がr

八

三
七

年

發

行
 

め
同
誌
^
は
同
年
九
月
^
兩
廣
總
#
鄧
廷
桢
が
公
行
の 

數
を
十
三
に
1|
-
:
:
め
ん
乙
ビ

を

請

ふ

.?
2
费
議
~の
_
文
を
载 

せ
て
居
つ
て
ぅ

ち

に
從
來
外
國
質
易
に
從
事
す
る
行
ば 

總
針
十
三
で
ぁ
っ
た
、
然
る
に
上
*
金
を
怠
っ
て
處
罰 

3
れ
隨
て
除
名
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
：の
で
嘉
慶
十
一
年
：
 

に
？£

の
鳥
の
海
關
e
督

か

.ら

公

行

の

ぅ

ち

に

一

名

若

く
 

は
一
ー
名
の
取
締
を
設
け
新
加
入
者
に
對
し
て
は
収
締
を 

初

め一

同
の
保
瞪
を
な
す
の
制
度
を
足
め
た
處
取
稀
が 

貴
任
を
廻
避
し
て
容
爲
に
ff
.yJ
K
入
潘
を
推
]®
せ
ぬ
の
で
： 

公
行
は
：減
ず
る
一
方
で
あ
つ
た
。
そ
れ
で
遒
光
九
年
に 

页
に
時
の
海
關
撤
督
か
ら
栩
當
の
資
格
あ
り
ビ
認
め
た 

も
の
は
假
り
に 

一
ニ
年
.公
行
た
る
こ
と
を
許
し
そ
の
信 

用
を
博
し
得
た
る
も
の
.に
は
嘉
慶
十
二
年
以
前
の
制
度.

敗
±:】

猎

0
八
\)

雜

‘錄

十

三

行

の
如
く 

一 

ニ
名
の
行
商
の
保
證
で
加
盟
を
許
可
せ
ん
乙 

ど
を
請
ふ
て
容
れ
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
併
し
外
國
贸
為 

に

從

事

す

る

行

の

數

は

多

年

十

一

一

一

で

あ

つ

た

の

で

あ

る 

と
云
ふ
て
届
る
。
扨
そ
の
當
時
の
行
商
は
何
々
で
あ
つ 

た
か
と
云
ふ
にj

八
三
七
年一

月
發
行
の
同
誌
に
左
の 

如
ぐ
明
細
に
揭
げ
て
ぁ
る
。

.第

嶽
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o
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o
w
q
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m
o
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a
i
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P
w
a
n
k
h
c
q
u
a

IP
w
a
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c
m
n
g
w
e
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G
o
q
u
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I
c/
e
a
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g
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n
j
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q
c
a
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L
e
a
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h
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S
u
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M
i
n
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w
a
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m
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k
w
a
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q
u
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a
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c
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k
w
a
n

 

\
u
n
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h
a
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b
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m
c
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&
d
a
l

 

n
a
m
e
s

.

W
o
o

 

S
h
a
o
u
y
u
n
g
(

伍
紹
榮) 

L
o
o

 K
e
k
w
a
n
g

P
w
a
n

 

S
H
a
o
u
k
w
a
n
g
(

潘
紹
光) 

ひ eay Y
e

 vvjm 

H
e
a
n
g

o
R̂
n
g
r
e 

Y
ol
l
l Ich

rochang 

Pvva.n VVa.ntaoii 

M
a
H
s
o
l
e
£
n
g

 

pwa-p 

w
a
.
n
h
p

o>

Y
/
o
o

 

l
e
e

'aw
a
n

 

Y
e
i
h

 Y
u
e
n
c
h
a
n
g

 

L
o

 

Fuhta。

Y
u
n
g

 

Y
e
w
k
w
a
n
g

『

洋

務

柔

遨

記

』

に
逾
光
ー
一
十
，
一
年
：四

月

、
の

英

艦

廣

東
 

攻
雛
：の
こ
？
を
叙
し
て
英
船
入
搲
士ri

洋
行
前
。
河
南 

捩
■
之
。：
殺
傷
：栩
當
：
：
缵
=
英
兵
水
睦
幷
攻
"
：我
共
：
 

皆
：反

半

：
.遂
囘
劫
十
三
洋
行
.
S

Kへ
る
十
三
洋
行
は 

實
は
商
館
の
如
く
も
あ
，b
又
公
：行
の
如
ぐ
も
あ
b
剑
然 

せ
ぬ
0,
で
あ
る
。
蓋
し
公
行
は
往
來
を
隔
て
ゝ
商
館
の 

東
に
接
し
て
居
つ
た
の
で
あ
る
。
ff
i
.し
て
南
京
條
約
の 

第
五
條
に
於
て
凡
大
英：

商
民
在
粤
質
易
。
向
例
全
歸
额 

設
行
商
。
亦
稱
及
行
考
承
辦
°
今
大
皇
帝
。
淮
以
»•
後
'. 

不
必
仍
照
向
例
：。
乃
凡
葙
英
商
等
。赴
各
該
ロ
質
易
者
-° 

勿
論
：與
何
商
交
易
。
均
聽
.其
.便

と

規

定

：し

行

商

の

#
權
：
 

は
玆
に
圣
然
撒
去
せ
ら
れ
た
の
で
め
る
。

一
 

『

皇

朝

文

献

通

考

』

の

市

_

考

に

乾

隆

四

十

九

年

の

侦
 

書
爾
康
安
ビ
兩
廣
總
督
傑
常
め
泰
議
を
«
,せ
€

 

人
潘
文
嚴
等
情
愿
.-;
°
將
洋
貨
內
如
震
等
類
。
可
以
鼻 

進
漭
。
#
年
備
辧」

纖
懇
監
督
。
代
爲
M
進
云
々
と
記 

，
節
千11

帮
.

(

四
九
一)

雜

錄

十

H

行

]

し

て

無

庸

攀

ビ

拒
#
しV

ぁ
る
。
又『

洋
務
柔
遠
記』

嘉 

慶

千

年

英

人

渡

來

の

條

に

兩

廣

總

督

吉

麋

が

密

か

.に

洋 

商
潘
致
祥
等
に
詾
ふ
た
處
。P
該

二

國

僻

居

西

北

海

外

9 

去

粵

東

甚

爆

。

斷

無

處

別

滋

事

端

と

答

へ

た

ミ

記

；し

て 

あ
る
。
こ
.の
潘
«
は

即

ちP
w
a
n
k
h
e
q
u
a

で
あ
ら
ぅ
リ 

T
h
e

 

c
h-B
-
e
s
e

 

Reposito:y 

i 

八
三
三
年
十 i 1

月
發
行 

の

分

に

支

那

と

西

班

牙

ヒ

の

關

係

を

說

，い

て

『

確

な

る
 

筋

ょ

汶.聞

く

處

に*
れ
ば
有
名
な
.る
故
の
&
.
行
取
締
の 

父
に
し
て
當
主
の
祖
父
に
當
れ
るP

w
a
n
k
e
q
u
a

は
曾V

 

マ
一
一
ーラ
に
遊
び
て
支
那
人
の
虐
待
の
下
に
呻
吟
せ
る
 

を
見
聞
し
廣
朿
に
歸
れ
る
後
是
れ
取
で
以
て
範
と
な
ず 

可
し
と
云
へ
I

豸
ふ

。
外
國
人
の
待
遇
に
關
し
て
至 

大
の
勢
力
を
有
し
た
る
人
物
に
て
其
献
胃
に
ょ

り
探
用 

せ
る
外
f

の

特

§̂

限

は

前

佌

紀

の

中

葉

以

來

益

ぶ
 

奇
»
と
な
れ
5』

マ
し
云
ふ
で
あ
る
が
マ
ニ 
•
ラ
に
遊
ひ 

し
と
云
ふ
は
潘
文
嚴
で
嘉
慶
十
一
年
に
潘
致
祥
が
公
：む

第
四
镳
八
七

■
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九
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_ 
'
錄

十

‘三
行 

収
締
に
，來
げ
ら
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。『

柬
華
綠』 

の
逍
光11

十1
1

年
十
月
の
條
に
潍
商
伍
敦
元
購
賃
米
利 

S
船
一
M
o
潘
紹
光
艢
買
a
宋
船
ー
，隻
ヒ
あ
る
の
は 

T
h
e

 

Chinese 
Repository 

の
一
八
四
三
年
.ニ
月
號
R 

琦
善
皇
帝
の
命
を
受
け
‘て
海
寧
を
創
設
せ
ん
ミ
し
、.
公 

行
は
政
府
の
爲
に
約
西
八
十
噸
のR

I
O

と
三
窗
十 

七

噸

のG
n
t
i
n 

.

を
購
ひ
た
办
w
fc
.る
の
と
同
一
事
た 

る
こ
^
は
疑
無
い
。
そ

^
.で
潘
紹
光
のp

w
a
n
k

-^qua 

の
當
主
で
あ
つ
た
こ
(£
も
分
明
す
る
の
で
あ
る
。
热『

東 

華
錄』

に
は
右
の
：文
：に
.接
しV

又
紳
士
潘
仕
成
造
成
.戰

. 

船
：r

隻
。
試
驗
足
以
省
歒
と
云
ふ
て
あ
る
潘
仕
成
は
勿 

論

P
w
a
n
k
h
e
q
u
a

の
相
續
人
で
あ
ら
ぅ
。

朝
！7
史
大

觀』

卷
七
R
粤
m
播
氏
と
題
し
て
播
仕
成
盛
時
。
姬
妾

.
 

數
十
人
。
造
一
大
樱
處
之
。
人

各

.

|

室a

其
®:
霧

用
 

玻
聰
。
彼
此
@
明

。,;
'
不

裳

姦

云

々

と

記

し

て

あ

る

は
 

ク
イ
タ
ャ
ム
ス
の

『

响
國
總
論

』

^
册
七
三
六
頁
に

笫
摄 

八

八

s
o
m
e

 
0
，
管

，prindpal 

merchants at Canton, 

in 

the former days, .of the:

tr
o 贫 monopoly) .had 「

S
I
- 

tivated 

ground 
切 of grea

r+er or - less 

extent attached

to 

their establishments. 

O
n
e

 

of t
h
e
m
'
b
y

 

w
a
y

 

0
1
 

varietyy 

n
o
s
t
d
o
^
o
^

 .a 

su

彐merlhousc 

cntirelv 

0
1
 glass ； 

this 

wonderful 

structure 

b
e
i
n
cr
q 

s
o

r+
H
a
t
 it 

could 

be 

closed 

and protected with sh_ 

utters

と
云
ふ
て
る
の
と
或
は
同

j

で
は
無
か
ら

•ぅ
か
。

潘
氏
の
海
山
仙
傲
は『

榈
陰
淸
話』

に
も
見
ぇ
て
居
る 

が
雜
支
_
に

莊

，つ

た

の

で

ぁ

る

、

『

淸

朝

野

史

大

觀

』

の 

卷
八
に
は
#
東
鹽
'商
潘
氏
最
猶
富
碰
。
其
花
園
名
海
山 

仙
館
。
頗
貝
：邱
壑
。
潘
之
裔
名
仕
成
咢
奢
汰
愈
甚
。
後 

以
欠
國
課
木
能
繳
。
家
被
籍
沒
。
園
亦
入
官
。A
同
治
季 

.

.年
事
也
。
園
價
昂
。
一
時
無
人
能
購
。
乃
關
彩
法
售
之
。
 

3
三
萬
條
。
每
條
銀
談
三
枚
。
數
日
即
滿
類
云
々
、t
ぁ 

る
が
黑
銀
九
萬
煎
の
富
籤
を
興
行
し
て
欠
課
を
完
了
し

i
.
.

驪

j

l
、;.
?.
:.*
-
c 

:

た
の
で
あ
る
。
觅
に
こ
の
記
事
の
末
文
に
又
潘
何
有
砜

. 

,
文
歡
府
板
。
則
抵
與
山
两
某
恶
搬
、ヒ
あ
る
。
か
く
記
し
て 

來
れ
ば
海
山
仙
館
叢
書
の
潘
氏
の
出
資
^
ょ
つ
.た
こ
ヾ」 

は
莳
ち
に
想
ひ
起
す
こ
ビ
が
出
來
る
の
で
あ
る
0

砠
ヰ 

敬
ひ『

難
#
擧
要』

に
_
,こ
の
.叢
*
を
評
し
て
潘
说
以
洋
商 

大
贾
。
然
颇
好
風
*
。此
書
亦
多
秘
册
要
籍
。
不
似
其
所 

1

系
法
也
斤
M
品
也
と
評
し
て
居
る
。
後
に
雨
廣
總
#
j七 

任
中
英
人
の
捕
虜
？
爲
っ
て
、

ル
ヵ
ッ
タ
に
譲
送
さ
れ 

た

漢
(^
の

葉

名

深

が

廣

東

巡

撫

に

界

任

し

た

の

は

道

光
 

ニ
ナ
七
年
の
末
の
こ
S
で
あ
る
が
そ
の
父
葉
志
誅
は
翌 

年
十
;'
|
己
の
叢
寄
に
序
し
て
潘
祺
潘
子
徳
龠
。
' 與

佘

纖： 

官
英
曹
時
相
識
有
年
。今
夏
大
兒
撫
粤
東
。独
養
南
遊
。

復
得
與
德
黹
晤
。出
其
近
刻
海
山
仙
徹
叢
誉
不
余
•並
請 

爲
之
辨
言
云
々
S

ふ
て
居
る
。
.
’徳
翁
は
即
ち
潘
±
成 

の
字
で
あ
る
。
蓋
し
こ
：の
叢
書
の
刊
行
ば
道
光
二
十
五 

乙
巳
の
年
か
ら
開
始
3
れ

た

の

で

同

一

一

十

七

丁

末

の

年

>辦
十
二
怨

(

四九三

)

.
雜

.錄

:'
:
,
'
ナ
三
‘
行
：

ま
で
に
上
木
1.
た

も

の

、

ぅ

ち

遂
#
堂
書
目
、
順
宗
實 

條
、
靖
康
俜
.信
' #
ヽ
酌
中
志
、
桂
苑
氧
耕
集
、
翼
梅
の
六 

t
は
P

1
の
校
訂
し
た
も
の
.で
あ
る
。
を
の
7l
l
i多
#
ユ 

孟
#
光
の
校
们
に
係
6
率
性
の
手
，に
成
つ
た
も
の
が」

j 

ar
あ
る
。
而
し
て
咸
農
元
辛
亥
の
年
に
上
木
し
た
の
を 

*
後
と
し
.て
居
る
。
潘
氏
海
山
仙
館
の
豪
奢
は
.實

R
こ 

の
S

4
に
.依

て
-®
か

に

永̂

に

記

念

さ

，
る>こ

と

、

な
 

つ
た
の
で
あ
る
。
V

i
A三
〇
年
.代
に
廣
東
公
行
取
締
の
筆
頭
で
ぁ
つ
た 

K
o
v
v
q
u
a

の
官
廳
に
對
し
て
伍
紹
榮
ビ
呼
ん
で
g
つ
た 

2
は
道
.光
X

金

月

0 

R 

f
f
i
s
#
® 

M
.
W
0 

奏
議
を
抄
出
し
て
虎
^
防
備
の」

」

と
は
銀
八
萬
六
千
兩 

を
要
し
旣
係
浮
商
伍
紹
榮
.等
。
情
願
捐
辦
S
云
' へ
る
を 

見
て
：も
分
明
で
あ

る

。
併
し
當
時
.こ
の
公
行
の
實
權
を 

握
て
居
つ
た
の
は
上
文
に
支
那
海
取
劍
辦
の
際
i

紹 

光

£
共
に
洋
船
を
質
ふ
た
ビ
云
ふ
た
伍
：敦
元
で
、.伍
敎
_

第
四
號 

八
*



_
十

二

餘(

四
九
四)

雜

錄

十

H

行 

元
i

氏
の
先
代
の
外
商
排
斥
ま
義
忙
皮
對
し
で
外
商 

優
©
主
義
を
抱
持
し
て
居o

た
が
爲
外
人
の
間
の
評
判 

も
能
く
、
就
中
廣
東
の
：.服
科
髒
院
の
創
設
に
便
宜
を
與 

へ
た
が
如
&
進
步
1>
た
g

K
を
持
つ
て
居
つ
た
。
故
に 

デ
ャ
ィ
ル
'ス
氏
の『
古
今
姓
氏
：族
譜』

に
も
1

で
は
：あ 

る
が
傅
記
が
收
.め
て
あ
る
。T

h
e

 Chinese 

Repository

の
一
八
三
三
年
五
月
發
行
の
分
に
廉
州
？
の
土
匪
征
討
. 

费
、登
藤
雨
を
寄
附
し
て
そ
の
子
x

§ 

.

Y
u
s
h
w
a

は
花 

湖
を
授
け
ら
れ
興
に
翌
月
發
行
の
分
に
擧
人
を
與
へ
ら 

れ
たV

J

あ
る
は
&
'敦
元
0
子
で
あ

ら

ぅ

。

『
淸
朝
野
史
大 

觀』

卷
七
南
海
伍
氏
の
條
に
-#
東
近
數
十
年
富
人
。推
南
. 

海
伍
氏
。先
是
嘉
慶
間
。粵
來
十
三
行
有
關
怡
和
號
伍
姓 

潘
。本
岡
人
而
居
#
。微
事
西
洋
人
至
廣
州
通
商
者
。
必 

_
十
2
行
交
易
"
：额)

餉
龈
劳
千
。诗
由
十
三
行
承
認
。
 

士
ニ
行
中
有
中
落
者
：:
0
則
*
餘
數
家
分
認
其
餉
。
時
諸 

行
多
衰
落
。
、獨
伍
氏
巍
然
存
。

(

有

伍

敦

元

潜

。
：
爲

伍

之

、
，

筑
四
號 

九
o

疏
族
。
；
新
從
關
中
來
。
：i

家
長
縱之

：！I
T
、

汝
來
殊
不 

幸
。.不
能
f

潤
汝
。
姑
住
此
可
也
。
無
何
。
制
雄
阮 

公
以
欠
餉
故
。
«
伍
入
見
。
伍i

不
敢
入
。

代
往
。
乃
入
見
阮
公
。
公
詰
欠
餉
狀
。
敦
元
日
。
非
敢 

r

欠
餉
也
。
實
以
商
業
方
疲
。
.而
上
，督
餉
益
急
。
則

力
益 

j

不
支
。
是
官
商
兩
困
之
道
也
。
公
日
。
旣
如
是
。
免
汝 

家
數
年
餉
。
.好
自
爲
之
。
敦
元
歸
"
場

時

伍

商

旣
 

屢
困
。：
有
厭
#
意
。
.乃
悉
收
故
業
。
而
獨
以
商
號
俾
敦 

元
。
敦
元
旣
得
諸
商
號
以
營
業
。
槳
大
進
。
不
十
馀
年
。 

約
得
千
莴
。
遂
大
富
。
傅
業
其
子
紫
垣
名
崇
耀
者
。
當
益 

,盛
云
々
と
記
し
て
ぁ
る
。
阮
元
の
任
に
兩
廣
總
«
即
ち 

\

制
軍
の
職
に
在
.つ
た
の
.は
.嘉
慶
ニ
十i

年
か
ら
遨
光
七 

年
ま
で
の
間
で
ぁ
る
か
ら
伍
1
兀
の
廣
束
の
姻
親
を
訪 

れ
て
往
つ
た
の
は
少
く
も
五
十
歳
餘
のJ
で
五
歲
年
長 

'
の
阮
元VJ
の
對
談
ば
實
に
力
の
籠
つ
た
こV 」

、
M
は
る 

>
。
蓋
し
伍
敦
.元
は
，一
八
四
三
年
の
九
月
四
白
に
七
十

I

五
歲
で
姆
病
で
斃
れ
た
の
で
あ
る
。
但
し
廣
東
做
丘
ハ
に
叢
書
が
伍
崇
曜
の
出
資
に
な
つ
た
の
で
之
が
編
纂
校
奵 

對
す
る
賠
償
金六

}:n

鸹
賴
の：

上
納
を
命
せ
ら
れ
て
精
神
の
任
に
當
つ
た
の
は
譚
瑩
で
あ
る
こ
ビ
は
曾
て
.

『
國
摊 

の
過
勞
を
來
し
死
期
を
淨
め
允
ビ
云
は
れ
て
居
る
。」

學
報』

第
五
十
六
期
に
於
て
^£

の
隨
肇
窳
記
め
ぅ
ち 

へ

『

淸
朝
野
史
大
親』

は
.上
文
に
接
し
て
偶
旗
昌
洋
行
之
I _ 

*に
陳
蘭
甫
柬
塾
集
。
譚
君
墓
志
部
。
生
平
博
考
#

$

两
人
乏
資
。
伍
氏
以
E
萬
金
畀
之
。
得
利
數
愔
。
西
人
.|

獻
。
凡

-»
人
繁
述
。蒐
羅
而
盡
鑛
之
。其
罕
見
者
。吿
其
犮 

將
計
所
逾
與
伍
设
。
_伍
旣
巨
富
。
木
欲
多
得
。
乃
日
;'
°

ー
 

伍
君
崇
■
彙
刻
岑
日
罾
ま
^
書
近
十
九
蟬
彐
瓦
㈣
十 

姑
留
汝
所
。
W
人
乃
.爲
®
上
海
地
及
檀
香
山
鐵
路
。
而

'
三
卷
0
粵
十
H
家
集
。

一
西
八
十1

1

卷
。
選
刻
近
人
詩
。

•歲
訨
其
入
畀
伍
氏
。
紫
垣
死
。
以
馮
子
子
笙
像
寄
W
人
。

日
楚
庭
耆
舊
遺
詩
。
七
十
四
卷
。.
又

博

釆

海

內

書

微

苹

.

一
 

日
。
是
乃
吾
子
。
，以
後
金
赀
廣
彼
。
子
笙
死
。
又

以

子

見

者

®
刻
之
。
日
粵
雅
堂
叢
#
。

ー.百
八
十
糊
°
共
千 

垣
孫
像
寄
.西
人
。
而
廄
其
资
金
焉
。垣
孫
益
奢
侈
無
節
。

餘
卷
。
凡
哲
爲
伍
氏
校
刻
書
。
ニ
千
四
西
餘
卷
。
爲
跋 

一
 

然
W
人
未
以
鐡
路
股
翦
寄
伍
。
又
未
以
其
號
數
相
，吿
。

一.

;!
.
. ニ
百
餘
籍
。
君
.之
淹
|#
パ
略
見
於
此
。
佘
句
讀
«
雅 

一
 

已
而
旗
昌
倒
閉
。

迨
垣
孫
死
。
西
人
金
又
不
M
。
 

\

堂
叢
書
。
每
册
後
荷
銜
海
縛
滎
玉
筮
校
七
字
。
心
疑
諸 

一
 

伍
氏
遂
式
微
矣
S
記
し
て
あ
：る
、
檀
香
山
鐵
路
ビ
は
布
.

跋
爲
玉
笙
所
作
。
讃
蘭
市
此
文
。..乃
知
其
實
ミ
云
へ
る 

一
 

哇
の
鐡
遒
の
乙
S
で

あ

る

。

を

れ

、
で

®
に
潘
JR
を
叙
し
が
如
く
で
あ
る
。
譚
瑩
が
伍
摄
_
を
助
け
て
#
雅
堂
叢 

一
 

て
海
山
盤
叢
靑
就
て
一
言
し
た
れ
ば
伍
氏
を
說
ぐS

の
刊
行
に
着
乎
し
K
の
は
ai
光
三
十
谈
戍
の
ハf

の
こ 

一
 

の
序
®
非
^

#

*堂叢書に就て記さねばならぬ。

とで光絡元乙亥の年までに三十集を公にして©

一
 

—

第十二盤へ四九玉

)

_ 
.

錄
十
三

行 

熔
駿
九
一

 

一



於細伤

:
第
十
二
卷(

四
九
六)

雜
，錄
十
三
行 

る
但
し『

叢
書
擧
婴』

化
は
第
ニ
十
集
ま
で
が
譚
瑩
の
校 

刊
に
係
6
爾
猫
以
下
は
之
^
及
ば
ぬ
ビ
云
ふ
て
居
る
が 

同
治
元
壬
戍
の
年
咬
で
に
刊
行
し
た
も
の
は
す
べ
て
伍 

崇
K
磐
名
の
跋
を
載
せ
且
譚
藥
玉
生
覆
校
の
六
字
を
冊 

尾
に
記
し
て
あ
る
。
而
し
て
第
ニ
十
三
集
以
上
に
は
續 

談
肋
の
1
種
が
.同
治
十
三
¥
戍
の
.年
の
上
木
は
係
る
の 

み
で
而
も
是
は
譚
瑩
の
校
訂
を
經
て
居
る

o
尤
も
第
二 

十

三

集

以

下

は

若

干

咸

豐

：
年

間

又

’は

同

治

一

兀

年

に

發

行 

3
作

^

も
の
^
あ
れ
ざ
多
く
は
同
治
士一
一
年
又
は
そ
の 

翌
光
緖
元
乙
^
の̂
年
に
上
木
さ
れ
て
居
る
。
但
し
を
の 

ぅ
ち
に
も
譚
瑩
の
校
訂
t
る
も
の
少
か
ら
ず
而
し
'て
勘
. 

巾
名
勝
記
の
み
は
を
の
子
譚
宗
後
叔
裕
校
ビ
し
て
あ
る 

宗
浚
は
咸
豐
辛
爾
の
擧
人
で
ぁ
る
。
な
ほ
.こ
の
兩
年
に 

刻

し

た

，
も

の

の

跋

文

は

伍

紹

棠

^
磁
し
て
ぁ
る
が
是
は 

.
撥

暗

の

子

子

笙

で

あ

ら

う

。

そ

の

他

©

®

の

構

曜

の

爲

. 

:に
校
刊
し
た
も
の
{;
宋
め
王
象
之
の
輿
地
紀
勝
ニ
百
卷
：

-
~

第四號

 

九二

の
元
本
影
刊
が
あ
る
。
伍
氏
の
學
界
に
對
す
る
功
®
も 

颇る大なるも

0.

が
あ
る
ゆ
で
あ
る
。

三

-

十
三
行
に
就
て
述

X

た
る
序
を
以
て
#
海
關
蹬
普
を 

H
o
p
p
o

 v
j

呼
ぶ
の
起
源
に
就
て一

言
せ
ね
ば
な
らg

?

 

T
h
e

 

Chinese 

R
e
p
o
s
i
t
o
r
y

の
.
一
.
八

四

四

年

八

月

發

行
 

の
分
に
於
てI,

寄
稿
謂
は
蘭
人
二
ー
ホ
フ
の
一
六
五
四 

年
.の
紀
行
を
紹
介
し
た
る
■際
粤
海
關
監
督
の
注
に
.廣
東 

の
外
人
か
之
をH

o
p
p
o
.

 

w
l̂
ぶ
の
は
g
r
. Trejtsury 

B
s
r
d

 

又
は 

Ivrr. Finance 

Department 
と
^
ぶ
と
 ̂

じ
く
誤
で
あ
る
S
云
ふ
て
居
る
o
M
O
P
8は
戸
部
の 

轉
訛
で
あ
るVJ

云
ふ
說
は
こ
の
頃
旣
に
唱
へ
出
さ
れ
た 

'の
で
あ
る
。一

八
七
八
年
に
上
海
で
發
行
？
れ

た

W
.

 

F. 

M
a
y
e
r
s

 

のT
h
e

 

Chinese 

G
o
v
e
r
n
m
e
n
t

 

四
三
頁
，i

は
.『

廣
柬
に
は
內
務
庇
ょ
々
任
命3

る
る
粵
海
關
部
と
，
 

»

す
る
官
史
あ

り

歐

人

之

をK
O
P
P
Q

と
^

ぶ
も
そ
の

一-:
:
.
:
' 
:

■
.
'.
.
.
.

_

f

' 

.. 

.

.

. 

' 

. 

I

 

;

ぺ

:
曲
來
は
分
明
I

ず』

一
美
ふ
て
f

co
;
み

 ̂

T
h
e

 

Chinese 

R
e
p
o
s
i
t
o
r
y

に
f

て
あ
る
廣
東
大
宫 

.
 

然
る
K 

M

l
の
：

T
h
e

 Gilds 

o
f 

c

f七
'j

頁
：に

表

に

據

つ

て

外

醫

人

のH
o
p
p
o

 (conectar of Cus-

,

:

は
廣
等
は
粵

篇

部

曾

ビ

.海

部

H
o
i
p
u

と

云

f

 >

と
呼

ん

だ

の

ば

惟

在

海

關

馨

の
み
で
あ
つ

'

•■
I

 
t

T

i

R

W

I

I
 

I
 

a
? \

\ 

う
ど
見
え
て
居
る
。
戶
部
の
轉
說
ビ
云
ふ
ょ
う
は
當
つ

j 

p
- 

H 

广
 

V

居
る
や
う
で
あ
る
:0
文
學
士
矢
野
仁j

氏
の
.，『

淸

朝

|

て
居
る
か
ら
で
^
る
。M

a
l
s
'
:

の
上
揭
書
四j

冒

こ

.

:

.
,

史』

ー
ニ
三
〇
頁
に
は
康
餵
年
間
の
廣
敗
貿
易
を
說
き『

當

|

师

低

所

H
o P

o

 S
o

 (River p
ol
i
c
e

HH
l

f

)

膝
獬 

f 

;
||
:/
*
^
國
商
谢
は
珠
江
ロ
に
か
て
先
つ
外
國
商
人
等
.の
ホ

|
河

廳

H

O
'H
i
n
g
- 土
あ
る
の
^
そ
れ
で
あ
る
。『

鮮
京
—

:■
'

ソ
ホ
.

(

河
舶
司)

S

せ
し
粵
海
關
盤
翁
の
派
遣
せ
る
收
一
に

は

河

篇

を

說

明

し

春

'署
名
。
明
.置
。掌
I

I
 

税
斑
に
行
贿
し
：
：
始
？

黃
浦
に
逢
航
す
る
を
得
た
大
河
以
南
有
之
。
河
北
止
鹽
山
縣.

1

處
。
淸

蘧

取

ぎ 

一‘ 

6』
vj

あ
つ
T
ォ
ペ
ソ
ホ
ミ
云
ふ
は
攸
税
食
か
海
豐
督|

河
泊
所
，官

K

O
職
掌
'同
前
ぐj

あ
：つ
て
職
霞

漁
業
税 

 ̂

ヵ
文
章
の
上
ヵ
ら
は
^
然

せ

ね

か

恶

し

海

關

監

嘗

す

\

の

徵

收

の

：
.
み

で

あ

袁

や
う
で
あ
る
が
..t
初

こ
の
：可
A 

’ 

f 

れ
はM

o
r
s
e

の

說

に

最

も

近

：
い

の

で

あ
る
。
而
し
て
之

所

t
 H

O
P
P
O
.

の
稱
呼
の
出
I

f

の
は
ー
說
ビ 

ぺ

~

を

河

麓

1
稱
し
た
乙
と
が
事
實

で
あ
る
と
す
れ
ば
そ

し
て
取
る
可
|

:0
が
.あ
る
。
然
る
R
今

の

マ
F

エ
.

ゾ 

の
#
吵
逶
に
之
に
優
つ
て
居
る
の
で
あ
る
0
徂

し

佘

ス

タ

，
太

學

の

支

那

語

敎

.授

E

一

^
^
^

0
力
矢
赁
文
學
士
の
文
章
に
對
'1
.
て

疑

々

抱

い

た

の

はR
i

w

の
第
十
八
卷
第
_
1號
に
於
て
^

1

'
l

:

;p 

p

-

.
 

:

|

, 

I
 

,-



■
II

1

ttf
 
ŷiij,tnff>r
 
1.)HJJ

m m c

铬
十
ニ
.卷

(

四
九
‘八)

雜
錄
十
三
行

&
如

含

激

辱

の

皮

那

文

箄

に

於

：
て

用

ゐ

，も

れ

得

可

き

や
 

疑
は
しH

O
P
P
O

な
る
語
は
河
伯
の
_
申
ょ
り
!1
1
で
た
る 

や
も
如
れ
中
河
伯
'は
$

ど
し
て
海
の
義
に
用
ゐ
ら
る 

例
へ
ば
.河
.伯
爲
之
不
潮
と
云
.ふ
が
如
し
。
思
ふ
に
こ
の 

語
は
初めて

寧
彼
に
於
て
用
ゐ
ら
れ
た
る
な
ら
ん』

ビ 

云
ふ
た
。
，さ
れ
ど
河
泊
所
の
熟
字
は
實
際
用
ゐ
ら
れ
し 

が
上
廣
東
の
河
泊
所
が
外
國
貿
豸
の
監
督
に
關
係
せ
し 

乙
とは

下
に
引
抄
せ
る
M逸
事
を
見
て
も明瞭

で
あ
る
。
 

しy

見
れ
ば
K
O
P
P
Oは
刺
泊
所
ょ
り
出
で
觅
に
海
部 

ど
馄
同
‘甘
ら
れ
た
り
と
も
云
a
得
る
の
で
あ
る
。
而
し 

て
こ
め
逸
事
は『

淸
朝
野
史
太
觀』

の
卷一

に
見
え
て 

■居
る
？ 

•

內

間

.供

事

藍

某

。

富

陽

人
M，
°
在

開

當

着

年

。
淸
雍 

正
六
年
元
夕
。

歸
ま
。
li
a
眷

■

不
在
京
。
 

獅
留
糊
中
。
對
月
自
酌
。
:'
忽
來
：

一:

丈
夫
。
袍
服
麗都

"
： 

狀

甚

：豐

偉

。
藍

疑

爲

內

廷

値

宿

宫

°
寒
杯
栴
招
。
其

，第
四
號 

九
四

人
欣
然
就
連
。
笑
問
®
.
:
。
君
何
官
。

m

非
官

供̂
事
也
。 

問
何
姓
。
真
以
對
。、
問
何
職
掌
。
日
管
收
文
書
。
問 

，共
有
苦
千
人
。
日
四.十
餘
。
間
皆
安
在
。
日
今
日
令
：
 

節
：。
皆
囘
家
矣
。
問
君
何
觸
否

"

日
眷
屬
不
在
此
。 

無
可
歸
也
。
且
旣
有
管
舞
文
書
之
責
。
亦
安
敢
遽
離o 

問
當
此
差
有
何
好
處
，
日
將
來
役
滿
。
可
注
選

i

小 

官
。
間
.小
官
樂
乎
。
田
若
連
好#
選
廣
衆
河
泊
所
。 

則
大
樂
矣
。
問
河
泊
所
何
以
獨
樂
。
日
以
其
近
海
。 

舟
楫
往
來
。
俩

繁

»
:°
;
.
«人
笑
颔
之
。
又
飮
數
杯 

別
去
。
明
日
帝
覦
朝
召
諸
大:e
問
日
。
廣
東
有
河
泊 

所
官
乎
。
日
有
。
日
可
特
授
藍
某.補
授
。
諸
大
E
出 

不
知
藍
某
爲
何
人
。
共
相
疑.怪
。
有
內
S
密
白
咋
夜
：
 

帝
微
行
事
。
乃
往
內
開
宣
：旨
：。
藍
瞪
目
咋rr
久
之
。 

後
仕
至
郡
守
。

.

入
西
比
利
亞
の
經
濟
的
意
義

(

上)

•

.
 

阿

部

-

助
、

'■
'
本
論
文
は
.

「

モ
ス
コ
ー」

：駐
在
米
國
總
領
事
，
 

Jilon 

H
'

 Snodgrass, 

Russia 

の 

T 部
を

！!：

出
せ
る
も
の
に
し
て
、
西
此
利
取
の
部
は
主 

ビ
し
て
浦
雜
駐
在
米
國
領
事J

oh
n F. Jeweli 

の
最
近
の
報
带
^
基
き
し
も
の
な
ら
ビ
す
。
，
.

1

昔
時「

へ
ロ
ド
タ
ス」

は
何
等
信
ず
可
き
も
の
な
き
の 

故
を
以
て

「

パ
ビ
ロ 

ニ
ア」

の
地
味
に
就
き
て
言
ふ
乙
ビ 

を
避
け
た
b
、
之
れ
S
同
一
の
嘆
聲
を
發
せ
し
む
る
も 

の
は
瑰
時
の
西
此
刺
亜
に
し
て
’

吾

人

は

.此

廣

漠

犮

る
 

領
土
を
通
じ
て
經
濟
上
、
其
他
、
專
N
的
智
識
を
有
す

る
も
の
甚
だ
少
き
K
苦
ま
ざ
る
を
得
す
、
然
か
も

，

此
地 

方
力
る
や
尙
ほ
五
十
年
前
の「

ヵ
ナ
ダ」

R
似
て
經
濟 

上
、
有
望
な
る
と
共
に
、
其
黑
土
帶
妃
於
け
る
人
口
は 

一
平
方
哩
A
人
に
し
て
、
西
部
：及
中
部
西
比
利
鹿
は一 

個
の

た

る

<£
:
共
に
北
郜
に
ば
.經
濟
上
價
«
多
&
處 

女
林
ぁ
り
、
又
、
河
流
に
產
す
る
鈒
類_
は
»

©

に
'
1»

« 

せ
ら
る
、
に
.於

て

は

有

カ

な

，
る

.生
'活
品
た
る
を
.得
可
く 

.鑛
秦
の
如
き
若
、
近
世
式
の
機
韻
？
之
れ
が
I

に
し 

て
宜
し
き
.

を

得

る

，
に

：
於

て

は

巨

鄉

：
の

富
を
齋
ら
す
を
得 

可
く
、
.尙
ほ
交
通
の
如
き
は
幾
多
の
水
運
以
外
に
鐡
道 

.の
便
あ
ら
。

露
西
亜
本
部
ょ
办
西
比
例
亜
方
面
に
麵
す
る
移
住
は 

千
九
首
十
ブ
年
の
當
時
に
於
て
殊
狀
甚
む
く
、
移
说
局 

の
調

赍

：
に
ょ
れ

：I

#

に
於
け
る
移
民
'の
總
數
は1

1

十 

ニ
离
六
千
六
十
ニ
人
に
達
し
、
以
上
の
移
住
卷
に
對
し

辦
十
ニ
卷

(

四九九

}

雜

錄

餌

比

利

亜

の

經

濟

的

盘

餓

婼
四
號

九
五


